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適応指導教室における支援のあり方について

　一適応指導教室に通室した生徒の追跡調査から一
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　苓登校箆薫生徒のために聡設されている県内のF適応鮨導教室に，遺金緯年闘の鵜に通塞した生

後董騰名を雄象に，質問紙などの方法を驚いて，遜室時の意箆や感想を集めると葉に，中学校卒業

後から凝窪までの進諮状浅等を掘撰し，支援の麿効姓と今後の課題を機訳した．繕果韓名から織警

を得，そこから今までF教室が鴛ってきたさつグ）支援機籠が発えた．①不登校のきっか1ナとなる友

人縫係を練習する最大雛孫練習機籠，②不登校にな鯵不安定な鋳緒を安定させる驚緒安定機籠，③

峯登校によ鯵生じる学欝の遅れに薄しての教科学習機籠，④時懇塞などのプ賞グラムに沿って生活

する生活ジズム講整機籠，⑤中学校卒業後へ韓群ての進鋒支援磯饒，⑧学校への堰綴を軽くする学

校復帰機籠の6点である。また今後の課題としては，教科学習の充実，学校や蓬僚機縫との連携，

アセスメントのあ鯵方，学業後のサポートなどが挙げられた，
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亙　はじめに

重．§的と方法

　文部科学省（泌㈲の報告によると，不登校の児童

生徒数は平成鴛年度の欝万き，722人をピークに，縫年

度欝芳墨，252人，蔦年度鴛万6，226人と徐々に減少して

きている。しかし，この鎮は依然として高い数字であ

り，小中学生合わせて87人にi人が不登校，中学生で

は37入にi人が不登校であることを意糠し，現窪も大

きな学校教鳶ま二の縫題である。

　逓年，不登校発童生徒の支援のために適応振導教室

が設置され，不登校児童生徒が学校以外に，学習や韓

人§§孫の揚を持つことができる支援が行われている。

適応毒導教室の愛置数は全蟹で平成2年度に84籔麟

だったものが，軍威i3年度には§彊難解と大囁に増擁

した．また，不登校箆童生徒の適応指導教室秘罵率も

上がり，平成3年度では5、隆％だった秘露率が，平成

13年度で瞬．蕃％に一ヒ昇した。しかし罫全羅の不登校麗

嚢生徒のうちi審1程度の者しか遜綴できていないとい

う実態からも，いまだ適応指導教室の整備状濁縁手分

なものとは言えず，今後一屡，質・量露藏の充実が望

まれる」（文部科学省，蟄毒3／と課題が挙げられている。

　適応指導教室における支援については，これまでも

多数の麟究がなされてきたが，設羅されてから歴史が

浅いため，その支援の結果とも震うべき通塞考に帰し

ての卒業後の追麟講査1ま申燐ら（欝§のや本闘ら（懲9驚

歎鋼しか行われていない。そこで本醗究は，篠島寮内

のF適応捲導教室（雛下野教室／に通塞して卒業した

着たちを繋象とし，平成鶏年度から欝年縫選書追贈調

査を管うことで，麗在行っている支援の脊幾姓を考察

するとともに，今後の支援のさらなる充実に寄与する

ことを目的とした。

　醗究び）方法は現代教育砺究会（欝雛／の驚いた方法

を参考に，A調査（電護による調査），B調査（質縫

紙調査〉，C講査（インタビュー調査／の3つとした。

2．ド教室について

　醗究ダ〉素｝象となったF教室は，平成2年度に設立さ

れ，初鞘のころは小学校の敷地内にある溺棟を舞濡し

活動を行っていた。そのころは不登校発嚢生徒だけで

なく，性行不良晃童生徒も対象とし，午前1ま不登校麗

童生徒，午後は反縫合的幾題繧肉の児童生徒と活嚢時

麗を分けていた．平成捻年度よ鞍，毒がセンターを集

めた旛設を翻殺するに藩いその中へと移転する。平蔵

欝年度以鋒は，反縫会的縫題繧霧を持つ髭童生縫につ

いて辮に教室を設麗し，F教室は不登校髭童生徒のみ

を対象として蕎っている。

　F教室は馨的として学校復帰を掲げ，鉱癒に応じた

教育極談や援覇振導，／2縢然体験や縫合体験を通して

農主性や歓会性を育む，／3／学習の遅れ△の鰐慈，とい

う3点を重鰹している。

　購造としては，4，§名の専門毒導轟が常時蟻務し

てお蓼，通塞髭童生徒は擁年鐙名繭後の登録がある。

平成至2年度までは遍3韓，午前中のみの濡嚢であった

が，平成鴛年度以降は遷5嚢網罐馨から金曜欝，警

時無分から婚時までとなった。教科学習の時間や，自

分で計面した内容に取馨纏めるチャレンジの鋳闘など

が設けられ，暗闘割に漆って生活できるようになって
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いる。教科学習については，奪鍔捲導員との議し合い

のもと，取む緩む教科や内容を決め懸懸に皺む緩む。

また，金曜霧を中心に体験活動を実施し，職場見学や

キャンプなど，年に臆騒蕩後付っている。教育檬談に

ついては，擁護者が必要に応じて不定擬に行っている。

豆　A調査（電話による調査〉

遜　B講査（質闘紙講査1

峯．馨醜

　F教室に選室していた時のことをどのように感じて

いるのか，意箆や感想を集めると其に，中学校卒業後

力》ら瑛在までの進馨各状蓄愛と適応感を擢擬することによ

吟，F教室の支援グ）勤果と課題を鹸討する．

1、匿釣

　邉跡調査に協力が得られるかどうかを確認をするた

め電諾による調査を蕎つた。これは通室していたこと

を思い鐵したくない者やF教室に薄して癒絶的な者に

対し酷癒すること，質幾紙を送るために購象者の住翫

を確認することを馨的とした。

2　麟象と方法

　麟象はA調査の結果，協力の購意が得られた薦名（男

性132，女性二33）であり，方法は質闘紙を郵送した。

3　結果と考察

結果は以下表2の通穆となった。

表2　鶴答養年齢の内訳
2．短象と方法

　軍威7年慶から平蔵絡年度までの懲年闘に，F教室

に通塞し，中学3年時の段縷で作成された名簿に記載

がある玉隠名を対象に，軍霞やt馨の夕方などを零囃

して筆者（監藤／が電議し，調査趣意等について説窮

した．橋懸を欝年間としたのは，名簿ぴ）信頼性等を考

慮したためである。電諸をする蝶には，婦象者が絞人

であれば本人に，未成年であれば保護者に鵜力を依頼

した。

3　結集

綜果は以下表董の遜鯵となった、、

表藩　《調査織桑
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　結果65名（鎗．§％／から協力の隔意を得た．盛名

（i8．5％〉が協力拒否，4童名（3i．5％〉が不遜（電議

番号の変裏，留守番電話，電隷こ鐵ない等〉であった．

　協力拒否と答えた本人や保護者に藻霧を尋ねると

罫あま鞍逓っていないユ「子どもが思い織したくないと

思う王「そういうものをすべて拒籍している∫という

意見が霧かれた。また録護香嚢身がF教室に対して強

い振絶を示す家庭もあった。

　年篭が経遇するほど脇方が得られなくなったが，こ

れは通室覆後に比べ，教室へび）心理的離離が大きく

なったということかもしれない。また不登校であった

ことが，年月が経遍した現在にも舞らかのマイナスの

影響を与えていると感じ，通塞時を振雛返ることを拒

絶するという再議…性も考えられる。逆に，現；窪の適応

状態は良いが，辛かった思い濃としての不登校経験は

忘れてしまいたいと考えているのかもしれない。

年齢 人数 ％ 年齢 人数 ％

藤織 5 i2．5 2董歳 喚 韓．§

欝歳 i至 2了．5 22歳 4 鯵．巷

群議 5 圭2．5 23歳 2 5．○

i8歳 6 i5．巷 2厘歳 i 2．5

ig歳 i 2．5 2§歳 董 2．5

2§歳 ○ ○ 謙 鶴 欝暮
琵

　有勃鐸答数は鱒通（磁、5％／（男性1欝，女性：2壷／，

睡答者グ）年齢は蔦歳～器歳（平均欝．3歳〉。中学を卒

業してから調査までの擬闘は，4ヶ肩から9年窪ヶ月。

以下の結果では，鐸吝したくない質賜項馨については

空鵜でも襲いとしたため有勤掻答数が異なっている。

また，複数露答の場合には緩に示した．

⇔遜室を振琴返って

　紛　不登校6〉姪ま琴の鋳簸と遜室雛始鋳顛

　学校に登校しなくなった時鰯と，F教室に通塞を騨

嬉した時期について質麗した。

［
I
－

o 5
唯騒　1蔭鐙（醤i

レ小学鞍懸学隼

2・小学校中学隼

争小学校蕩学奪

ill灘墓

§癖学校3無

窮
．擁

　　3i

段

壽建垂

園茎　登校しなくなった鋳簸（翼二韓〉

　醤i，2によ陰，不登校の始ま鯵の時期は中学校i

年が最も多く2室名（鑓、5％／と半数以上の割合を志め

るが，通塞雛始時期は中学校至年時の8名（2§3％）

よりも中学校2年の珍名（37．響％／，3年の鴛名（37、§％／

と，増1擁する錘癖にあった。　このことより，苓登校

になってすぐにF教室に通塞するのではなく，童年な
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1
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いし2年経って通塞するようなケースが多いことが分

かった。つまを），F教室ξこ通宝する生徒たちには不登

校が長期乾し，しばらくの縫集懸に緩さず，教科学習

や集醗活嚢体験などから遠ざかっている生徒が多いと

叢える。

／2／選室について

　登校しなくなった理由，通塞してできてよかったこ

と，通室して変わったことについて質疑した。

　纒3，4，5より，不登校の遷慰については譲名

（鱒．倉％／が「友達とのことユと騒答し，「通うことで

できてよかったこと」として27名（鎗．2％〉が「友達

とふれあうこと3と獲馨し，欝堪（戯．i％／が「通う

ことで変わったと思うこと」として「友達とふれあえ

るようになった」と挙げていた。友達縫係でつまずい

た子どもたちが，聡教室に通塞することで友達関係の

簡題に取翰緩んでいる姿がうかがえる、また，「通う

ことで変わったと思うこと3では欝緒嚢に麗するギ気

持ちが落ち着いた」（懇名・47％〉「不登校は欝分だけ

ごやないと患えたま（猛名・蕊％／などの回答も多かっ

た。F教室に通塞することで，構緒藏の安定を得るこ

とができた者が多い。

／31専門捲導曼1こついて

専欝毒導餐について癖撫癖答で意見を求めた．

表3　専隅指導員についての感想穣瓢27／
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1
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醸　　　霧
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、勧業｝登iの無量を難くこと
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i弾鍋躰を齢こと
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　園4　できてよかったこと（聾皿器，複数繕答／

分類 人数 瞬容 人数

優しかった・綬切だった §

いい兜康だった 了

椿談鑓渠ってもらえた 5

話しやすかった・繁しみやすかった 窪

霧身・楼墨になってくれた 3

弯足的

ﾓ箆
35 簾越・先猛だった 2

簿分のペース1こ合わせてくれた 聖

鱗入の奮発を馨蔵してくれた 茎

£・がやすらいだ 圭

とてもお童謡1こなった 茎

熱畜だった 玉

学校に行1すとせかされた 3

馬鹿にする髭生もいた 至

苦蕃なタイアの先生がいた 墨
香建的

ﾓ疑
8

無神経さを感ビた 童

もっと著い発生がいて欲しかった 圭

教締と生硬の壁を感じた 至

その鰹　　　玉　　いい免生も悪い愛生もいた

レ友達とふれあえるようになった

2・生活給》ズム藩良くなった

争勉強するよ灘こなった

4・家慈iと⑫霧撫が食くなった

5・権導の先生と謡をするようになった

御壷絞を考えるよ曇こなった

了・貴纂が症がつた

酔将来1こついて毒えるようになった

窪・不登較は自分だ辱じゃないと患えた

…韓擁購力礪ち織液

…籍そ鍵

　図5　変わったと思うこと繕一38，複数羅答／

　　　　　　　　　　　　　　　　鰺　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　9
，
飼

　
5

　結果として轡定的意見が大多数を志めた．通塞した

生徒は専醒詣導員に，優しい，蔑しみやすい，綬身な

ど，鰻透感を感じてお馨，心の羅場漸としての役割を

極っている様子が構えた。

　瞬　F教蜜に遜室して合わなかったこと

　通塞して会わなかったことを衰浅凝答で求めた。

　結果，「登校鯉激のあ吟方」「触強方法」についてそ

れぞれ3名から挙げられた。登絞麟灘については，表

3でも，否定的な意見としてf学校に行けとせかされ

た」と3名が國馨している。こσ）ことから，生後が登

校について議し合える状懇に回復しているび）か，まだ

その状態ではないのかを発極めるためのアセスメント

が重要であ辱，そのためには定期的な教育撫談グ）機会
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を設けるなどの嬉応が必要であると考えられる。

表4　合わなかったことや良くなかったこと穣＝瞬

分類 人数 内容 人数

学較に谷くように叢われたこと 2

登校瀞轍 s 学校に費かないことについてあ

ﾜ鯵鍵れなかったこと
i

錘強があま吟できなかったこと 2

髄強 3
勉強する時としない時が講極端

ｾったこと
i

簿験活歎が強鰻だったこと 董

時題が篶かったこと i

家から遠かったこと 嘩

その纏 6

無瑳をして瞬るく過ごしたこと 玉

異推が嫁かったこと i

苦畢な髭生がいたこと i

　（5／学校復蜂について

　遜室申に在籍校へ登校することはあったかと質闘す

ると菊名中23名（57、5％〉が登校はあったと答え，欝

名（蓬2．5％〉が登校はなかったと答えた。不登校に

なった生縫の畢数以上が登校できてお鯵，このことは

学校復帰を促進する欝教室の禁果を示していると思わ

れる。また，登校したという23名に鰐して，そのきっ

かけを§浅羅答で求めた。

表§　登校したきっかけ

　　（巽薫2碁，§露露答）

分類

学校の先焦

進学のため

卒業

チャレンジ登校

部活

友達

その纏

　登校のきっかけとして学

校の先生からの働きか1ナが

多かった（5名・25．§％／。

また，進学や卒業をきっか

けとして登校している考も

多かった（7名・蕊．§％〉。

　登校したきっかけに専醗

捲導員からの促しという意

見が無かったことに意外な

露象を受ける。このことは，専霧搭導員の行う働きか

けは，直接的なものでなく，通室者が窪発的に登校し

ようと思えるような内癒への働きかけ（馨発的に登校

しようと患えるようなカづけ〉となっていることを意

咲しているのではないだろうか。

2）違鋒犠濁

　申学卒業から環在までの進諮について講査した。

i雛
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中学卒業後から現在まで鈴進鋒献溌繕罵韓〉

2馨尋§一7

※本暴究では集誹の便宣上，就職にはパート・アル

　バイトを盆む．轟校には高等専修学校を含む．大

　学には薙大・専醗学校を奮む。

表§　露答者の現在の献溌穣罵護鯨

饗窪の状漉 人数 ％

就職 薮 2？．§

就職または進学せず 嘆 欝、脅

趨絞 22 懇．毒

大学 3 7．琶

　纒暮の多9・どれにもあてはまらない3と睡答した

考は6名が高校で牢退を経験し，i名は大学で中邊を

経験していた。

　結果，糞勤翻答者数憩名のうち舗名（鱒．春％〉が高

校進学を経験していた。また，高校進学者麗名中6名

（懲．7％）が退学を経験していた。高校進学者以外の

4名（緯％／は就職と答えてお静，中学校卒業直後

にどこにも所羅していない者はおらず，全員が縫会参

撫を果たしていた。平成5年度に中学校3年生だった

不登校生徒器，欝2名を麟象に，中学校卒業5年後に講

査を行った現代教育醗究会（鱒醗〉の結果では卒業時

点の進学率は65．3％，進学した者の退学率は37．9％と

なっている。それぞれ箆較すると本講査の方が高校進

学率が高く，退学率が低い結果となった。この結果か

らは，F教室での経験が商校進学および高校進学後グ）

生活に良い影響を与えていると書えるかもしれない。

3）高校進学悉について

　紛　進学校種，欠鷺段数について

　高校進学者に繋して，進学校種，欠篤馨数について

質簡した。

レ金欝鱗毒校

2慶欝麹蕊被

3・遷繕箏癌鮫

争轟等専鯵掌按

5・高等奪鍔学絞

§壁の難
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　　　　〔人｝i
欝　　董2　　麟i

園7高校進学の講譲（餐盤臆，複数羅答／

　轟校進学の内談は，7名（23．3％）が全馨凝高校，

節名（33、3％〉が定時麟高筏i2名齢．縦〉が懸言

麟高校，残鞍の哩名（欝％／が高等専修学絞と高等奪

暇学校であった（複数翼答なのは，退学後に入穆直し

た高校の数が入っているため／。

　園＄から，高校での欠席韓数は，欠席翼数5馨以下

の者が約蕊％，懇舞以上の者が約紛％となっておむ，

瀬講に鐵鷹できている者とそうでない者の，欠席蒙

数の二極化が見られた。しかし欠篤馨数を高校甥で箆

較すると（繕9），欠瘍の少な銀・膏のほとんど力叢逓艦
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麟変質鰹
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麟高校に進学した者であ鯵，欠篤の多い者のほとんど

が合舞灘高校と定時鰭高校に進学した者という結果と

なった。このことよ陰，毎舞登校するという生活夢ズ

ム面と，集懇活動への適応という面，それぞれについ

て懸難があると考えられる。

友人適応感については薪友達髄係はうまくいっていま

すか」というi項§，家族適応感については「家族と

」）縫係はうまくいっていますか」というi項霞で，薪よ

いiギまあまあよい」と答えた者を良静とし，薪あま吟

よくない」罫よくない董とした者を不良と判藪した．

齎羅集露での適応・満疑惑については，高校と大学で

あればf先生との閣係はよいかゴ魑強は楽しいか罫部

活（サークル）は楽しいか」ギ校風は自分に合ってい

ると患うか達についての煙項嚢，就職であれば「や鞍

がいを感じるか崖「興1象を感じるか」ギ職場の人聞獲1｛系

はよいか」「給料に満足しているか淫についての嘆項

§で，ほい崖（または影楽しい」，「感じる∫，「満撮し

ている涯｝を嘆点，「よくない」（または罫楽しくない≦，ヂ感

じない葺，r満慰していない」）をi点とし2．5点以上の

煮を良好，2．5点未満の者を不良と輝駈した。結果は

以下の轡蓑のようになった。

　　戯職（翼緯

@　　友人C◇『　、　亙・鞍　§ノ　㌧、㍉－巴．’『＞気一ノ家族　　　　勝羅

　高校（巽＝3i）

@　　友人

ｩ§｢竈△縁》Gノ　　　、　ノ　＼、－－”／＼＿ノ家族　　　勝義

醒縫　学業薩後の献溌と適露悪（無二37／

　鱒　進学して6〉魑みについて

　高校進学者に記して進学して憾んだことについて質

問した。

　　　　　　蹴弼‘　・磁綴磁　徽「　　　　　　　　　・・駿　12レ友達のこと

2部活鵜こと　　　　　購榊薯　．3

3・勉強のこと　　　　　・鵜　　　　　軒・雁　鰯弼難㈱麟脳　濯　・i難．コ・一　　　　唾5

夢発生4）こと　　　　　　　欝懸窺δ
5・家躾のこと　　　　　　　・3
創鷲1こない

弄そ⑳難　　　　　耳一嵩　　一撚欝欝．§

　麟総　高校進学後の慰みについて（猶欝，複数懇答〉

　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒i

「

　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　得　　　　8

　不登校のきっかけは「友達のこ劫が一番であった

が，高校に進学してからの憾みはf勉強のことまと囲

答する者（鑓％／が■一番多くなった。欝教室内での懸

強方法紅ついては改善の余地があるように患われる結

果となった。

4〉卒業霞後と窺在紛適慈感について

　紛　卒業薩後の軟泥と適穂懸

　騒答者が卒業痘後どグ）ように生温していたかを掘擬

するために，それぞれ友人適応感，家族適応感，羨属

集懇での適応・満足感1こついて窪緯法で繕答を求めた。

　※友人の胃の中の数字は良将の者（家族，勝属も講

　　じ／。友人，家族，勝羅それぞれの鶴の外にある

　　数字は，すべて不良だったもの。

　「すべて良好歪に当てはまる者を喰蘇酵」，罫友人・

家族良聾盛など2つσ）適応感が震馨と楽ではまる者を

郵やや良嬉蘇」，罫友人のみ婁蘇まなどiつの適応感の

み良好と当てはまる者を「やや不良翻，「すべて不懸

に当てはまる者をr不良舞3とした．その結果，r良

好群μやや良軽蘇まの者は32名（87．5％）であ鯵，杯

婁舞戸やや不良群まの者は5名（茎3、蓉％）であった。

友人適応感潜不良な者は7名（欝、9％／，家族適応感

が不良な者はi名（2．7％／，暫羅集懸での適応・満足

感が不良な者はH名（器．7％／であった．

　鱒　現在の献溌と適応感

　現在の適応感も卒業直後と隅じ方法で分類した。

　縷欝欝ゴやや良聾難」の者は3毒名（83．壌％〉であ警，

r不良群戸やや不良畿の考は§名（馨．7％／であっ

た。現在大学に蕉籍する者は全員駿姓群涯であった。

戯職や進学をしている者の多くぶ喰好ヨヂやや農桑臼

な適応状溌を示していた。それぞれの適応感で見ると，

友人適応感が不良な者は§名（欝．7％〉，家族適慈感

が苓良な者は3名（8．3％〉，断羅集毯での適応・満廷

感が不良な者は疑名（3馨、§％〉であった。
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就職（潅7／ 進学・就職せず（猶4〉

　　　友人
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　　　友人
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家族　　　　藪縷

灌穏　現在の諜犬溌と適慈感（巽罵3紛

　※進学・就職をしていない考は勝義集懸での適応・

　　満量感を不良とみなした。

　卒業酸後から見ると，高校からi名は就職し，3名

は大学に進学し，4名が進学や就職をしていない状態

となっていた。室名は現在の状溌が不明であった。

　現在，卒業獲後のどちらについても「良好群」「や

や良馨難」が8割を越え，衰勢な適応感を示した。適

応指導教室に遷窪し中学校を卒業した生健の遺跡講査

を行った申鱗ら（墨鱒7〉は，学校や職場に麟染んでい

るか，そこでの対人関係は類講であるかという観点か

ら適応状懇を調べている．中辮らの調査では奪糀捲導

轟が総合的に状態を舞衛しているため本調査と正確な

比較はできないが，欝名中難名（鎗、昏％）の適応状態

が良いとみなされており，これと姥べると本調査の縫

は十分に高い纏と誓える。

　だが，藪羅集懸での適応・満足感だけに鞭達すると

約3割が多良であった。この結果から，卒業後友人関

係については露分の満足できる関係を築けるまでに

なっていることが多いが，桑名が年鴛の経過に鶴い進

学や就職をしていない状溌1こなっていることからも，

新しい環境に所属することが課題となっていると考え

られる。

聾　 C調査（インタビュー調査）

董．蓑的・穀象・方法

　8講査の結果から考察を深めたい点についてよ鯵詳

縷な饑き取鯵を行うことで，F教室の成果：の確認と今

後の支援方法について考察することを譲的とした。麟

象は，B調査においてC調査への協力を依頼し鶉力

曹籠と騒零した考6名と，インタビューの際に羅蕎

2騰§一了

した者童名で，合わせて7名（男性：3名，女性二窪

名）であった。年齢の籔獲は鐸歳～23歳で，平均年齢

は驚．倉歳。現蔑の状溌は高校生2名，大学生2名，重

縫員i名，アノレバイト墨名，修業解童名であった。か

法1ま鵠分か∈）走時闘程度の辛購造秘露接の形式をとっ

た。

2．結果・考察

蕃〉学習方法について

　B講査の結果，麟緯からは高校に進学してからの慰

みとしてF髄強のこと3が増える繧肉があった。そこ

で通宝時の学習について質潤したが，通塞時に学習に

不満を感じている者はほとんどいなかった。だが，卒

業後になるともっと学習しておけばよかったと2名が

感じていた。通塞時に学習に僻して不満はなかったと

しても，顛講に学習できていたわ1ナではなく，学習す

るよ辱も楽しく遍ごすこと1こ意識が1薄いているという

ことも分かった。現在は趨幾の嚢主学習という方法で

麦）るが，2察、から，授業形式での学習があればよかっ

たかもしれないと意見撰鐵された。

2〉友人との交流について

　友人との交流については交流ができたという意見が

多かった。欝教室において，ふれあいを促進する要獲

として，専闘指導轟の菩在，通事者の特性，体験活動

が語られた。要約すると以下のようになる。

　通塞者は不安と期待を持ってF教室に通塞し始め

る。塞ず，不安を持った通塞者講士が交流できるよう

なきっかけを専鍔指導員が作りだす。そのきっかけに

よ吟交流をしてみると，露分と撫手が縫じ苓発校であ

陰，嬉糞分のことを言えばわかってもらえるきという

安心感が生まれる。在籍校では友達との交流に霞難が

あったとしても，F教室ではその安心感が通塞者霧圭

び）交流を促進する。また，体験活嚢など遜じ活動をす

ることで，通宝考闘士の会議や気持ちの交流が促がさ

れる。普段とは違った場蕗へと鐵かけて侮か行動を共

にすることが交流のさらなるきっかけを侮る。

3）登校麟激1こついて

　ここでは，通室者が登校の意思を持っていれば，指

導員から褻接的に登校麟激を受けたとしても鎌だとは

感じないが，登校の意思を持っていない場合であると，

専潤振導員の視線だけでも訴えかけられる感ビを受け

るほど，登校麟激に薄しては敏感だということが語ら

れた。

　ここで重要となるのは，前達したように通塞者が登

校に鶴けて動き膿せる状態であるかどうかを擢握する

ためのアセスメントの質を高めること，学校との連携

を密にしながら登校麟激を与えていくということだと

考えられる。
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V　本砺究のまとめと課題

輩、本醸究のまとめ

　これまでの調査を通して瞬らかとなった，F教室が

行ってきた支援について，申鱗ら（i鱒7〉を参考にし，

その機能ごとに次のように分類してまとめ整理した。

①韓人関係練習機籠

　通塞して多くの考が友達とふれあうことについてで

きてよかったと感じてお鯵，通窪して友達とふれあえ

るようになったと変髭を感じていた。この変化を促進

する要霞として，通塞者の同質性，専糀詣導員の働き

かけ，体験活動の実施，という3点が垂要であること

が分かった。

　友達焦りに不覆れな通実者たちは，専輿捲導員から

交流のきっかけを与えられ，交流を通じて互いが同じ

苓登校者であ警察分を理解してくれるであろうという

安心感を得ることができる．そして体験活動などの機

会に行動を其にし，体験を共有することで，欝教室内

で麟人聡係の練習をしていた。

②精緒安定機縫

　通宝することで感じる変化の中で多かった意見とし

て，椿結露1こ絶する安定があった。教室という集団の

枠緩み自体にカタルシスや受容の効果があ撃（穏馬，

鰺98〉，さらに飽者と関わる申で不登校は自分だけじゃ

ないと購質姓を感じること，奪轡指導員と信頼縫孫を

築くことなどが椿緒を安定させていると考えられる．

③教科学習機能

　不登校麗始から通塞までに期鷺があるため，通塞時

にはすでに学習の遅れが晃られ，通室後に高校に進学

しても，学習について憾みを掩える繧講があるという

結果となった。このことより，教科学習機能のよ鯵一

屡の充実が大甥である。

④生活ぴズム調整機能

　はじめにでも達べたように，F教室は簡単な蒔闘撰

を設けてお鯵，これによって生活夢ズムを整える機影

を備えている。だが，今園の結果からは，全葺灘高校，

定時鰯高校のように，毎蒙学校に登校するということ

が難しい様子が飼えた。このことより，遜室者の生活

夢ズムを整えるようなより充実した働きかけが必要で

あると思われる。そのためには家麺との協力も必要で

あ蓼，起床時間や就寝時鷲の調整など，保護者と共講

で働きかけることが重要であろう．

⑤進露支援機籠

　今回の結果から，通塞者全員が中学校卒業直後に就

職や進学をしていることが分かった。一度不登校に

なった煮たちが，卒業をきっかけに次の所羅集羅へと

進み，その8割以上が良鋒な遜応感を持っていた。こ

のことから，選1室看たちはF教室に通塞する中で次の

ステップに進むためのカを蓄えることができていると

考えられる。しかしその中でも退学した瞬，年月の

経過と其にどの集藝難こも辮霧していなかった鬱する者

もいた。どのような進驚選毅をするのか，どのような

将来像を播くのかを支援することも重要な機龍であろ
う。

⑥学校復帰機籠

　①～⑤の支援を受けることで，学校復帰を試みよう

とする者が多く見られた。このように不登校晃童生縫

を力付け，学校と家麺との垣根を低くし，学校復帰を

促進する申闘施設としての後難をF教室は麺ってい
る。

2．今後の課題

　講査の結果から，支援のより一一屡の充実のために，

取静縛むべき課題が見えてきた。

　瞬　教秘学習の充実

　饑饉の点でも懸れたが，教科学習については今まで

の懸甥学習のみでなく，よ噂一屡の充実が必要である．

欝鱒年に電影ら（2韓虜が行った福島票下の適応指導

教室の状況を調査した結果では，ほとんどの適慈捲導

教室で嚢主学習が行われてお瞬，授業を背っているの

は2教室，学習を鴛っていないのはi教室であった。

この結果から見ても，学習の充実という課題は多くの

適慈指導教室に其通するものであると考えられる。

　教科学習充実のために考えられる方法として，授業

形式が考えられる．侮の教科についてどの籔翼を行う

かは通塞者の実態に合わせ，なるべく多くの者が授業

に参趨できるような形で行う。このような授業形式は，

高校進学後や学校復帰の際にも授業に綴れることがで

き有効であると思う。また，グループ学習という方法

もあるだろう。学年ごと，学習進度の近い者繕士をグ

ループにし，講じテキストや課題に取碧羅ませること

で，学習に取蓼緩みやすくなる。グループで教え合う

ことなどは交流する機会にもなり，麟入聡孫の練習に

もなるのではないだろうか。

　12／逗霧について

　通塞者が学校復帰できるためには，学校の協力が必

要であ箏，学校復帰につながるような連携をとる必要

がある。　しかし，不登校婁疑童生裂…が罫i教室につな毒叢る

ことで，保護者や学校が安心してしまうケースも晃ら

れる。学校復帰へとつなげるためには，早簸に担任等

とパイプを作り，登校意思を持てるような働きかけを

行うことが重要である。

　継裟こ，医療機縫等との連携も重要である。現代教育

暴発会（鴻鍵〉の結果からも，不登校生経の医療機縫

利繕率は高く，不登校の原懸が本人の開題に起覆する

場合（病気，不安などの椿緒的混乱，発達緯書など）

には，適応叢導教室での支援とともに，医療機縫等の

かかわ琴が必要となることがある。通塞者の卒業後を

見ると，医療機驚がサポート資漆｛にもなるという一一薩
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があ撃，逓室者にとって医療機縫等との連携が糞幾で

あるかということを響齪するアセスメントカも求めら

れるであろう。

　131アセスメントのあ謬方について

　登校麟激や支援を行っていく上でアセスメントのあ

暁方を検討する必要がある。

　まず入室段賠においては，不登校の背景にある原馨

が侮であるのか（構結約顯題，発達購書や知能的な難

題など〉　というアセスメントが必要である．不登垂交の

背景を掘握することで，通塞時にどのような支援を

行っていくかという襲標を瞬確にして支援することが

璽能となる．この後結では，本人，家庭，学校などか

ら構報を収集することが大翅である。

　通塞してからは，通塞時の心蓬献態や登校意欲，医

療機覆とグ）連携の有効性などを建握することが必要で

ある．また，学力綾査（得意・不得意教科，学習進度

状溌の摺握〉や行動観察などを行うことも必要であ

る。これらのアセスメントを行うためにも，一意に一

縷：などの定離的な面接や心遷テストを終うことが大窮

であろう。それによって，学習への支援方法，登校麟

激のタイミング，鰐入縫係へのサポートなどについて，

有勤な支援を鴛うことが可能となるのではないだろう

か。

　このようなアセスメントを行えるような捧講作善も

重要であり，そのためには心運的難題や発達購書など

について専糀の知識を有する心理スタッフが畿鐙され

ていることが有黎であろう。しかし，角石ら（鎗毅〉

によれば，全麩の適応指導教室において，心理系職員

の職員全体での割合は常嚢職員で3．壌％，非常嚢職員

で捻．○％であ穆，これは圭教室薮た警の指導員数に蕪

てはめて考えると，心理系職員はi名に満たない割合

である。心蓬系職員の醍置も課題のひとつであろう。
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　／4／余業後のサポートについて

　高校進学者の欠魔羅数や退学釈溝を見ると，卒業後

も不安定さの残る結果となっている。現在の状溌でも

婆名が進学や就職をしていない状混であった。これら

の結果から，中学校を卒業した後のサポートの必要性

を痛感する。9割以上が高校に進学する現代において，

高校生を穀象とした支援施設を作ることは必要なので

はないだろうか。

　以上，F教室を蝿象とし醗究を行ったが，結果や課

題などは多くの適慈詣導教室に共通することが多いと

考えられる．不登校髭童生縫がよ鯵良い支援を受け，

将来へと意欲を持って進んでいけるよう，よ参…・屡の

適応指導教室の充実を鞘待し，まとめとする。


